
 

    

  
 

  

  

  
  

  
 

  

   

 

 

  

  

  

 
 

  
 

   
   

 

 

    

  

 

 

■10 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31   

  は休館日です 
  

 
文 書 館 ふ く い   

ＮＯ.54 福井県文書館   

〒918-8113 福井市下馬町 51-11  電話 0776-33-8890  URL http://www.library-archives.pref.fukui.jp/ 

平成 2６年 10 月発行 

■ちょっと昔の 10月風景■  

資料右下の請求番号は、閲覧利用の際にご利用ください。 

■ご利用案内■ 

開館時間 午前９時から午後５時まで 
 
■フレンドリーバスをご利用ください■ 
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■2014年度下半期講座案内■ 
 
◎古文書初級講座 
 日時：10月 9 日（木）・16 日（木）・30 日（木） 

13:30～15:30（3回シリーズ） 

講師：文書館職員 

会場：文書館研修室  

定員：40 名 参加無料  ＊事前の申込みが必要です。 

入門講座から少しステップアップした内容となります。 

 

◎文書館専門講座「ふくいの歴史資料
ア ー カ イ ブ ズ

を読み解く」 
 
・第 1回「越前に出された秀吉の禁制」（仮） 

  日時：12月 7日（日）13:30～15:00 

講師：藤井 讓治 氏（京都大学名誉教授） 
 
・第 2回「県外人がみた福井羽二重産地」（仮） 

  日時：平成 27 年 2月 22 日（日）13:30～15:00 

講師：木村 亮 氏（福井大学教授） 

会場：県立図書館多目的ホール 参加無料 

＊事前の申込みが必要です。 

 

◎フィアラ先生の世界をつなぐセミナール 『源氏物語』を読む 
・第 3回 「宿木」と「東屋」 

日時：10月4日（土）13：30～15：00 
 
・第 4回 「浮舟」と「蜻蛉」（仮） 

日時：11月22日（土）13：30～15：00 
 
・第 5回 「手習」と「夢浮橋」（仮） 

日時：平成 27 年 1月24日（土）13：30～15：00 
 
・第 6回 番外編「チェコと中欧における日本文学」（仮） 

日時：平成 27 年 3 月 7 日（土）13：30～15：00 
 
講師：カレル・フィアラ（文書館副館長、福井県立大学名誉教授）  

会場：文書館研修室  

定員：40 名 参加無料  ＊事前の申込みが必要です。 

 

*いずれも福井ライフ・アカデミー連携講座です。 

*電話・FAX・メールにてお申し込みください。定員に達し次第

申し込みを締め切ります。 

電話（0776）33-8890 FAX（0776）33-8891  

E-mail bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

■ミニ展示案内■ 
タイトル：「竜馬がきた・由利がゆく」 

期間：10 月 22 日（水）まで 

会場：文書館閲覧室 

県立図書館閲覧室入口 

今春発見され話題となった坂本龍馬

の書状や、由利公正（三岡八郎）の未

公開資料が県立歴史博物館で展示され

るのにあわせて、ミニ展示を開催して

います。 

▲武生菊人形    昭和 46年     60136 

▲由利公正自筆和歌     宮崎長円家文書 

▲稲刈り         昭和 55年     69999 

mailto:E-mail　bunshokan@pref.fukui.lg.jp


  

  

 

    

 

 

 

 

 

■今月の展示■ 

今年は、敦賀で降伏、処刑された水戸天狗党の蜂起から 150 年という節目の年にあたります。今回は敦

賀市立博物館との共催で、越前の冬山を行軍した天狗党、そしてそれに対する幕府・諸藩の動きを追い、維

新後の顕彰活動も交えながら、天狗党の実像と天狗党の乱が与えた越前国への影響を紹介します。 


